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那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）構造検討業務

沖縄県那覇市港町２－６－１１

分任支出負担行為担当官 沖縄総合事務局

那覇港湾・空港整備事務所長 坂 克人

平成２６年１２月２日

沖縄県那覇市真嘉比３－２－１８

株式会社エコー 沖縄事務所

￥ ９,７２０,０００

￥ ９,８９４,５９７

別紙のとおり



随意契約理由書

１．業務件名

那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）構造検討業務

２．契約の相手方

株式会社エコー

３．随意契約適用法令

会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の４の第３号

４．当該業務の目的・内容及び随意契約の理由

（１）目的・内容

本業務は、那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）が台風１９号の影響で消波

ブロックの衝突によりケーソンに穴があき、中詰め材の流出、側壁の鉄筋露出等多大

な被災を受けたことにより現在非常に不安定な状況にあることから、対策工事を行う

ための設計である。業務内容は、被災を受けた既設のケーソンの補修・補強の工法及

び施工検討を行い対策工事の発注に必要な図面、数量計算書等を作成するものである。

（２）随意契約理由

被災した防波堤はこのまま放置しておくと来年の台風時期には再度被災する恐れが

ある。このため、対策工事は台風時期前の６月末までに完了する必要がある。したが

って、本工事の工期は３ヶ月必要であり来年４月には発注をしなければならない。

そのため、本工事での発注手続き開始の１月末までに本業務を完了させる必要があ

る。

これに伴い、業務期間を確保するために緊急に契約しなければならない。また、業

務期間は最大でも約１ヶ月と短期間であることから、迅速かつ確実に業務を遂行しな

ければならないため、設計当初の設計条件、施工上の制約等、当該施設の各条件を熟

知した者と契約する必要がある。

株式会社エコーは本防波堤の設計業務を平成２２年度に実施した実績があり、上記

条件を満たす唯一の者である。会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第

１０２条の４第３号を適用し、この者と緊急に随意契約を締結するものである。


